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　市はさまざまな、都市基盤整備を行いました。�
例えば・・・�
○春日原駅前線用地購入�
○春日西中学校校舎大規模改造�
○ＪＲ春日駅周辺整備�
○須玖小学校校舎増築★�
○小倉中央公園整備�
○春日の森緑地保全★　などです�
※　★印は総務省簡易保険局から融資を受
　けて実施しました。�

。�
　　からの補助金などがいくら入って、どの

　　すく説明していきます。�

　市の予算には、一般会計とは別に、国民健
康保険事業、老人保健医療事業など特定の事
業を行うための予算(特別会計など)が７つあ
ります。�
　一般会計をお父さん、お母さんとすると、特
別会計などはその子どもたちといったところ
です。お父さん、お母さんは、子どもたちの生
活が少しでも楽になるように、仕送りをします。
それと同じようなことなのです。�

○生活費(義務的経費)
市を運営していくために必ず支払わなければならないお金です。

この中の｢扶助費｣というのは生活保護や児童手当、高齢者医療や

乳幼児医療などのために使われるお金のことをいいます。

この義務的経費の割合が小さいほど健全な財政であるといえます。

皆さんの家庭でも、支出に占める生活費の割合が大きいと自由に使

えるお金が少なくなり、生活を楽しめなかったり、将来に不安を感

じたりしますよね。

この経費は、昨年より2.5％増加しています。

○住宅設備費(投資的経費)
これは将来に残すもの(施設など)のために使うお金です。

△現在のＪＲ春日駅周辺
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　将来に備えて、いくつかの預金(積立金 )を�
しています。�

預金総額�

普通定期預金�
(財政調整基金)

65億3,314万円�

16億7,609万円�

48億5,705万円�

　普通定期預金(財政調整基金)は、給与(市税)
収入が不況などで大幅に減った場合や、災害が
起こった場合などの思わぬ出費に備えて蓄えて
いるものです。�
　そして、学資保険などのように特定の目的の
ために積み立てた「都市緑地保全基金」や「連
続立体交差事業等整備基金」など17の基金が
あります。�

　平成13年度の市の決算がまとまりました。�
　決算では、みなさんが納めた税金や国・県　
ように使われたかがわかります。�
　その決算内容を家計簿に例えてわかりや　

学資保険など�
( 特定の目的のための預金)

借金総額�

住宅ローンなど�
(一般会計の市債)

597億8,808万円�

361億5,841万円�

236億2,967万円�

　家の増改築(普通建設事業費)など、その年の
収入だけでは足りない多額のお金が必要な場合
は、銀行などからお金を借ります。�

子どもたちの借金�
(特別会計の市債)

○自分で稼いだお金(自主財源)
市が自主的に得ることができるお金です。主なものは、市税。皆

さんが納めた市民税や固定資産税などがこれに該当します。

この自主財源の占める割合が高いほど市の自主性と安定性が確保

できます。皆さんの家庭でも自分で稼いだお金が多いほうが安心で

すよね。

この財源は、昨年より4.5％増加しました。

○親などからもらったり、借りたりしたお金(依存財源)
国や県からもらったお金や銀行からの借入金などです。主なもの

は国・県からの補助金や交付税です。

昨年より1.4％減少しています。

家計簿の用語解説
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春日市の７人の子どもたち
(特別会計)

市には、父母の家計簿(一般会計)とは別に、子どもたちの家計簿(特別会
計)があります。
現在、子どもたちは全部で７人。それぞれ決められた仕事をしています。
では、子どもたちの決算の内容をみてみましょう。

康太
こ う た

さん
(国民健康保険事業特別会計)

収入　70億１，９４６万円
支出　66億　　７１０万円

収入から支出を差し引いた額は、４億１，２３６万
円の黒字となりました。
しかし、これは収入の不足分を親からの仕送り(一般

会計からの繰出金)８億７，９３７万円で補ったためで
す。実はとても苦しい生活を送っているのです。

療子
り ょ う こ

さん
(老人保健医療事業特別会計)

収入　65億４，３２４万円
支出　63億９，４８４万円

収入から支出を差し引いた額は、１億４，８４０万
円の黒字。しかし、収入の不足分は親からの仕送り(一
般会計からの繰出金)５億３，１６７万円で補っていま
す。

都市子
と し こ

さん
(都市開発資金事業特別会計)

収入　13億５，４０６万円
支出　 ９億４，８８１万円

これは、西鉄春日原駅周辺整備に関する公共用地の
先行取得事業などのためのものです。

龍一
りゅういち

さん
(駐車場事業特別会計)

収入　　　３，５２４万円
支出　　　３，１６２万円

収入から支出を差引いた金額は、３６２万円の黒字。
しかし、収入の不足分は親からの仕送り(一般会計から
の繰出金)１，０１２万円で補っています。
この特別会計は春日原にある「龍神池駐車場」の管

理、運営のためのものです。

水江
み ず え

さん
(下水道事業会計（企業会計）)

収益的収入　25億 575万円
収益的支出　23億5,113万円
資本的収入　 6億 843万円
資本的支出　13億6,513万円

収益的とは、下水道事業の経営活動に伴って発生す
る営業利益です。
資本的とは、下水道施設の整備や建設改良経費です。
最終的には、資本的収支の赤字分は、収益的収支で

補われるので、トントンになります。
しかし、収益的収入には、親からの仕送り(一般会計

からの繰出金)10億１２４万円が含まれているのです。

土郎
つ ち ろ う

さん
(土地取得事業特別会計)

収入　５億５，１１５万円
支出　５億５，１１４万円

この特別会計は、公共用地の先行取得事業などのた
めのものです。

健介
け ん す け

さん
(介護保険事業特別会計)

収入　23億１，０３３万円
支出　22億９，６３８万円

収入から支出を差引いた額は、１，３９５万円の黒
字。
しかし、これは収入の不足分を親からの仕送り(一般

会計からの繰出金)３億９，６５８万円で補っています。
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春日市のバランスシート
（普通会計）

「春日市の家計簿」では、１年間のお金の流れ(収入と支出)を見てきました。では、蓄え(資産など)はどうなっ
ているのでしょう。これを、企業では、ある時点での資産や負債の状況を表す｢バランスシート（貸借対照表）｣
というものを用いて財政状況を判断しています。
このほど、総務省が自治体向けに全国統一のバランスシート作成手引きをまとめましたので、これに基づいて

春日市のバランスシートを作成しました。
ただし、資産などの計上方法が企業会計と異なるほか、実際に売却ができない資産(例えば道路)があるなど、民
間企業のバランスシートとは単純に比較ができない点があります。なお、下水道や駐車場などの公営事業会計は
除きます。

【バランスシートの見方と簡単な分析】
表の左側が資産の種類と額を表し、右側がその資産を

得るために用いた財源などを表しています。
「負債」は将来世代の負担として残るもの、「正味資

産」はすでに負担し終わったものです。つまり、春日市
の資産約1,247億円のうち，約410億円(32.8％)が将来
世代の負担として残るもの、約837億円(67.2％)がすで
に負担し終わったものとなります。
資産などの額や割合の推移をみると、資産は平成10年

度以降増加傾向にあり、その中で占める正味資産の額、
割合ともに増加してきています。これは、積極的に公共
投資を行ったためです。一方、負債は、額、割合ともに
減少を続けています。これは、新たな借金(起債)より返
済額が多かったことが主な理由です。
資産の中の負債と正味資産の割合を考えるとき、財務

の健全性という観点では負債の割合がより少ない方が望
ましいのですが、世代間の負担の公平性という観点では
一概にそうとも言い切れない面もあります。

いずれにしても春日市では、現在、市税や地方交付税
などの収入が伸び悩み、義務的な支出が増加しています。
財政の硬直化が進んで、自由度が減ってきていますが、
今後も効率的で重点的な公共投資に努めていきます。

（平成14年3月31日現在　単位：百万円）�

資　産　の　部� 負　債　の　部�
１．有形固定資産 1,143億76�
　(１) 総務費 96億53�
　(２) 民生費 36億11�
　(３) 衛生費 18億79�
　(４) 労働費 1億62�
　(５) 農林水産業費 3億19�
　(６) 商工費 19�
　(７) 土木費 370億56�
　(８) 消防費 1億75�
　(９) 教育費 555億49�
  (10) その他 59億53�
　　　　　(うち土地) (561億29)�
２．投資等 64億41�
  (１) 投資および出資金 16億57�
  (２) 貸付金 1�
  (３) 基金 47億83�
３．流動資産 39億33�
  (１) 財政調整基金 16億76�
  (２) 減債基金 17�
  (３) 歳計現金 12億34�
  (４) 市税等未収金 10億06

１．固定負債 381億58�

　(１) 市債 351億07�

　(２) 退職給与引当金 30億51�

２．流動負債 28億18

１．国庫支出金 131億63�

２．県支出金 2億33�

３．一般財源など 703億78

資　産　合　計� 1,247億50 負債・正味資産合計� 1,247億50

正  味  資  産  合  計� 837億74

負　債　合　計� 409億76

正　味　資　産　の　部�

○債務負担行為額(来年度以降に支出する予定のもの) 　１．物件の購入など 2億5,900万円�
 　２．債務保証及び損失補償 4億6,700万円�

資産などの額・割合の推移�
（単位：百万円）�

平成10年度�平成11年度�平成12年度�平成13年度�

資産合計�

負債�

　割合(%）�

正味資産�

　割合(%）�

113,755�

43,682�

38.4�

70,073�

61.6

118,820�

42,763�

36.0�

76,057�

64.0

121,137�

41,099�

33.9�

80,038�

66.1

124,750�

40,976�

32.8�

83,774�

67.2

市民１人あたり…（平成14年3月31日現在　人口106,490人）�

資産�

負債�

正味資産�

117万1,468円�

38万4,781円�

78万6,687円�

d

もっと詳しく知りたいときは・・・
決算内容は、冊子｢主要な施策の成果｣に掲載しています。市

役所２階情報公開コーナーや図書館に置いていますのでご覧く
ださい。
問い合わせ先 財政課　1(584)1111
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21
世
紀
は「
心
の
時
代
」へ

今
年
３
月
、
昭
和
44
年
か
ら
33
年
間

続
い
た
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
特

別
対
策
実
施
の
た
め
の
特
別
措
置
法
が

終
了
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で

あ
る
心
理
的
差
別
、
つ
ま
り
人
々
の
心

の
中
に
潜
む
差
別
意
識
は
な
く
な
っ
た

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
は
、「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
10
年
」
に
関
す
る
国
内
行
動
計

画
や
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
を
定
め
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
啓
発
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

春
日
市
も
、
平
成
13
年
12
月
に
策
定

し
た
「
国
連
10
年
春
日
市
行
動
計
画
」

に
基
づ
い
て
、市
民
や
企
業
と
と
も
に
、

粘
り
強
く
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

あ
と
を
た
た
な
い
差
別
事
件

１
９
７
０
年(

昭
和
50
年)

代
の
後
半
、

多
く
の
企
業
が
、
社
員
採
用
に
あ
た
っ

て
被
差
別
部
落
出
身
者
を
排
除
す
る
た

め
、
全
国
の
被
差
別
部
落
の
地
名
が
収

録
さ
れ
た
「
部
落
地
名
総
監
」
を
購
入

し
て
い
た
事
件
が
頻
発
。
社
会
問
題
に

発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
反
省
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま

で
企
業
で
も
、
地
域
や
学
校
、
行
政
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
全
国
的

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
、
市
内
や
近
隣
地
域
で
、

大
手
企
業
の
社
員
に
よ
る
差
別
事
件
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
昨
年
５
月
、
金
融
機
関
の

社
員
が
、
営
業
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
た
め
、
同
和
地
区
の
存
在
の
有
無
に

つ
い
て
、
あ
る
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ

た
事
件
。

も
う
一
件
は
、
昨
年
12
月
、
あ
る
企

業
の
社
員
が
、
市
外
に
転
居
す
る
顧
客

に
対
し
て「
そ
こ
は
同
和
地
区
で
す
よ
」

な
ど
と
発
言
し
た
事
件
で
し
た
。

繰
り
返
し
思
い
起
こ
す

こ
の
２
つ
の
事
件
か
ら
も
分
る
よ
う

に
、
ま
だ
同
和
問
題
は
解
決
し
て
い
な

い
の
で
す
。

人
の
足
を
踏
ん
で
い
て
も
自
分
に
痛

み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ

と
に
気
付
き
に
く
い
の
で
す
。
人
の
心

も
同
じ
で
す
。

そ
し
て
た
と
え
１
度
や
２
度
学
習
し

て
も
、
他
人
の
痛
み
は
し
ば
ら
く
す
る

と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
人
権
」
は
憲
法
の
根
幹
を
流
れ
る

基
本
的
概
念
で
あ
り
、
す
べ
て
の
国
民

の
幸
せ
を
守
る
大
切
な
権
利
。

私
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
幸
せ
の
た

め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
繰
り
返
し
学
習

し
、
常
に
正
し
い
知
識
と
、
人
の
痛
み

に
気
付
く
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

人
権
の
世
紀

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
と
は
裏
腹

に
、
こ
こ
数
年
、
世
界
中
で
人
権
を
脅

か
す
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
い
で
い
ま

す
。し

か
し
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
そ

れ
ら
は
決
し
て
自
然
に
起
こ
っ
た
の
で

は
な
く
、
私
た
ち
人
間
が
起
こ
し
た
こ

と
で
あ
り
、
は
じ
ま
り
は
私
た
ち
人
間

の
心
の
中
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

科
学
技
術
が
め
ざ
ま
し
く
進
歩
を
遂

げ
、
人
類
が
高
度
な
文
化
を
築
き
上
げ

た
現
代
。
果
た
し
て
、
人
類
の
心
の
文

化
は
成
熟
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
21
世

紀
こ
そ
人
間
の
心
の
あ
り
方
を
問
い
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
心
の
時
代
」

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
人
権
女
性
政
策
課
）

同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う

―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―
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対談　～文化芸術のもたらすもの～
伊藤
い と う

京子
きょうこ

さん(ピアニスト・ふれあい文化センター芸術文
化事業コーディネーター)と藤原

ふじわら

恵洋
けいよう

さん(九州芸術工科大
学助教授・市文化振興マスタープラン審議会委員)を招い
て、「文化芸術のもたらすもの」をテーマに対談を行いまし
た。
伊藤さんは、「芸術は心に潤いをもたらし、生きていく上

で必要なもの」と、そして藤原さんは「もう一度春日の財
産をいろんな角度からじっくり見つめなおすと、他の街で
はできないようなことができるかもしれない。今後は、一
人ひとりが文化を支える支持者になるべきだ」と文化振興
のためのアドバイスをしました。

パネルディスカッション　～みんなで育てる地域文化～
対談に引き続き、パネルディスカッションが行われました。

パネリストには、対談した伊藤さんと藤原さんのほか、
上村禎彦
かみむらよしひこ

さん(市文化振興マスタープラン審議会副会長)、
佐土原
さ ど は ら

典子
の り こ

さん(市文化協会副会長)、境
さかい

靖紀
やすのり

さん(市教育
委員会文化財技師)を加え、「もっと須玖岡本遺跡などの文
化遺産を活用していくべきだ」「文化や芸術、伝統などを次
の世代へ継承することが重要」など率直な意見交換が繰り

広げられました。
最後に、参加した市民から

もさまざまな意見が出ました。

心豊かな地域社会をつくっ
ていくために、行政はいろい
ろな知恵を絞り、惜しみない

努力をしていかなければなりません。
しかし、すべてを行政に任せき

りにする時代ではなくなった今日、
主役は市民のみなさんです。
私たちのまちが、文化を育み、

文化を楽しむまちとなるように、
みんなでこのプランをつくってい
きましょう。
※ この文化振興マスタープランは、まもなく完成予定で
す。市民の皆さんの意見や要望を、この計画にできるだ
けたくさん取り入れていきます。意見や要望がありまし
たら、お寄せください。
問い合わせ先 社会教育課

1(575)４１２１　5(593)７３８０

文化振興を考えるシンポジウム

○
春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
住
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
の
人
に
は
、
入
院
時
の
食
事
負

担
額
が
１
日
６
５
０
円
に
減
額
さ
れ
る
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
１
年
以
内
の
入
院
日
数
が
通
算

で
90
日
を
超
え
る
場
合
は
、
91
日
目
か
ら
１
日

５
０
０
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
認
定
書
の
交
付
は
申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

申
請
後
に
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
た
場
合
は
、

そ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
人

高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
て
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
の
人
に
は
、
入
院
時
の
食
事
負
担

額
が
１
日
６
５
０
円(

入
院
日
数
91
日
目
か
ら

１
日
５
０
０
円)

、
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担

限
度
額
が
１
か
月
２
万
４，

６
０
０
円
に
軽
減

さ
れ
る
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
一
定
所
得
以

下
の
人
は
、
食
事
負
担
額
が
１
日
３
０
０
円
、

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
限
度
額
が
１
か
月
１

万
５，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
が
必

要
で
す

認
定
証
が

必
要
な
人
は
、

申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
必

要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑か

ん

▽
春
日
市
国

民
健
康
保

険
高
齢
受

給
者
証(

持

っ
て
い
る

人)

▽
国
民
健
康

保
険
標
準

負
担
額
減

額
認
定
証

(

す
で
に

持
っ
て
い

る
人
で
、

入
院
が
90

日
を
越
え

る
場
合
の
み)

▽
領
収
書
な
ど
入
院
期
間
を
証
明
す
る
も
の

(

入
院
が
90
日
を
超
え
る
場
合
の
み)

▽
平
成
14
年
度
の
非
課
税
証
明
書(

平
成
14
年

１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
人
の
み)

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
国
保
担
当
）

軽
減
し
ま
す

入
院
時
の
自
己
負
担

その３

現在、春日市は、今後の文化の指針となる文化振興マスタープランを策定しています。計画案もで
き、審議会もすでに４回目の審議を終えました。
そこでこの計画を、より多くの市民の皆さんの声を取り入れたものにするため、11月２日、ふれ

あい文化センターで「春日市の文化振興を考えるシンポジウム」を行いました。
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春日市制施行30周年を記念する催しが、11月23日、24日、市内各所で行われました。
初日は「かすがＹＯＳＡＫＯＩカーニバル！」を20チームを招いて実施。凝ったデ

ザインの衣装をまとったチームが、力強い踊りを披露しました。
２日目はふれあい文化センターで｢市民の集い｣が行われました。記念シンポジウムで

は、かすがの未来について意見を交わし、市民の力を生かせるまちづくりを進めていこ
うと結びました。
また、春日市民オーケストラの演奏や惣利地区による龍

じゃ

踊りが｢わがまちの宝物｣とし
て披露されました。締めくくりは１７０人の市民によるゴスペル合唱。６月から猛練習
を重ねてきただけあって、すばらしい歌声を会場中に響かせました。
市民実行委員会による手作りの記念事業。思い出は、一人ひとりの心の中に深く刻ま

れまたようです。

① 須賀
す が

よさこい連
れん

② かすがＹＯＳＡＫＯＩ隊
③ 産大

さんだい

流舞
りゅうぶ

④ 全チームでの総踊り
⑤ ふくこい連
⑥ ミテーラエイサー隊
⑦ 日向

ひゅうが

ひょっとこ踊り筑紫会
⑧ 春日小ＹＯＳＡＫＯＩソーラン隊
⑨ ＨＯＴ

ホ ッ ト

ＫＩＤＳ
キ ッ ズ

(1)
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こ
の
平
成
龍
の
製
作
責
任
者
が
、
惣

利
地
区
子
供
会
育
成
会
相
談
役
を
務
め

る
稲
永
勝
英
さ
ん
で
す
。
稲
永
さ
ん
は

30
年
ほ
ど
前
か
ら
、惣
利
地
区
に
住
み
、

こ
れ
ま
で
、
地
区
で
少
林
武
術
の
指
導

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
平
成
龍
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
が
、
昭
和
54
年
の
夏
祭
り
で
す
。
少

林
拳
の
教
え
子
た
ち
と
祭
り
に
参
加
し
、

み
こ
し
を
か
つ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
み
こ
し
に
乗
せ
よ
う
と
段
ボ
ー
ル

や
廃
材
で
タ
カ
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。

そ
の
後
、
役
に
立
て
れ
ば
と
育
成
会

の
指
導
を
引
き
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に

地
区
に
対
す
る
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
再
び
、
祭
り
で
み
こ
し
を
か
つ

ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
デ
ザ
イ
ン
や
設
計
は
、
す

べ
て
稲
永
さ
ん
。
本
格
的
な
指
導
を
受

け
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
が
、
普
段

か
ら
油
絵
や
写
真
、
盆
栽
に
親
し
む
な

ど
芸
術
的
な
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

１
年
目
は
タ
カ
、２
年
目
は
ゴ
ジ
ラ
、

そ
し
て
今
年
が
龍
と
年
々
大
掛
か
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
龍
は
み
こ

し
で
は
な
く
、
長
さ
18
ｍ
の
胴
体
を
備

え
、
龍
踊
り
へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た
。

「
私
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
手
伝

っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
子
ど
も
の
顔
を

見
る
と
、
止
め
た
く
て
も
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
よ
」
と
稲
永
さ
ん
。
来
年
は
、
白は

く

龍じ
ゃ

を
作
っ
て
、
夫
婦

め

お

と

龍
に
し
よ
う
と
の

構
想
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
始
め

た
み
こ
し
づ
く
り
が
、
大
人
ま
で
も
巻

き
込
み
、
地
区
全
体
の
財
産
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
地
区
を
挙
げ
て
ユ
ニ
ー
ク

な
事
業
に
取
り
組
む
惣
利
地
区
。
そ
の

陰
に
は
、
稲
永
さ
ん
と
い
う
無
私
の
存

在
が
あ
る
よ
う
で
す
。

惣
利
平
成
龍

平成龍の生みの親

稲永
いね な が

勝英
かつ ひ で

さん

v
惣
利
平
成
龍
に
よ
る
「
龍
踊
り
」

u
春
日
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

11.24 市民の集い

△懐かしさにふと足を止めて
▽20年後に開封予定のカメカン

v
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

v
わ
が
ま
ち
発
見
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

u
迫
力
の
歌
声
が
会
場
を
包
み
ま
し
た

し
を
製
作
。
今
年
は
龍
を
テ
ー
マ
に
し

よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
白

水
池
に
は
龍
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
伝

説
を
祭
り
の
実
行
委
員
長
が
知
り
、
龍

踊
り
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、「
長
崎
く
ん
ち
」
に
な

ら
い
、
重
さ
50
㎏
以
上
も
あ
る
龍
を
10

人
で
操
り
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の

よ
う
な
迫
力
あ
る
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。

「
市
民
の
集
い
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
っ
た
惣
利
平
成
龍
の
「
龍じ

ゃ

踊
り
」。

こ
れ
は
、
惣
利
地
区
の
有
志
で
つ
く
る

「
げ
ん
き
会
」
が
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

を
作
ろ
う
と
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
と

力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

惣
利
地
区
で
は
、
毎
年
夏
祭
り
に
タ

カ
や
怪
獣
を
あ
し
ら
っ
た
子
ど
も
み
こ
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20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
行
い

ま
す
。

今
回
は
「
参
加
者
全
員
が
一
体
と
な

る
成
人
式
」
を
合
言
葉
に
、
新
成
人
が

中
心
に
な
っ
て
つ
く
る
実
行
委
員
会
が

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
中
学
校
区
域
別
懇
談
会
場

も
設
け
て
い
ま
す
。
恩
師
や
友
人
た
ち

と
の
旧
交
を
温
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

平
成
15
年
１
月
13
日
B(

成
人

の
日)

午
前
10
時
〜(

開
場
　
午
前
９

時
30
分
〜)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
―
24
）

対
象

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
同
58

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
り
ま

す
。
な
お
、
春
日
市
に
住
民
登
録
し

て
い
な
い
新
成
人
で
も
出
席
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
記
念
品
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

都
府
楼
跡

と

ふ

ろ

う

あ

と

近
く
の
戒
壇
院

か
い
だ
ん
い
ん

と
観
世
音

か
ん
ぜ
お
ん

寺じ

が
、
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

す
。
観
世
音
寺
の
「
梵
鐘

ぼ
ん
し
ょ
う

」
の
音
と
と

も
に
、厳
か
に
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
日
時

▽
12
月
30
日
B

午
後
５
時
〜
10
時

▽
12
月
31
日
C

午
後
５
時
〜
夜
明
け

場
所

戒
壇
院
、
観
世
音
寺(

太
宰
府

市
観
世
音
寺
５
丁
目)

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
テ
ー
マ

西
海
道
の

総
督
府
「
大
宰
府
」
を
し
の
ぶ

問
い
合
わ
せ
先

太
宰
府
市
産
業
観
光

課1(

921)

２
１
２
１

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
筋
肉
づ
く

り
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。

日
時

平
成
15
年
１
月
19
日
〜
２
月
16

日(

毎
週
日
曜
日
　
全
５
回)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
１
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室(

大

谷
６
―
28)

受
講
料

１，

０
０
０
円

募
集
人
員

24
人(

応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選)

申
込
方
法

１
月
12
日
A
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

5(

585)

１
６
３
４

新
学
年
に
な
る
前
に
、
プ
ー
ル
で
水

に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。

対
象

水
の
苦
手
な
小
学
生

日
程

１
月
31
日
F

〜
３
月
７
日
F

(

毎
週
金
曜
日
　
全
６
回)

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

定
員

20
人

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

参
加
費

１，

５
０
０
円

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

12
月
26
日
E
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

教
室
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
学

年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
当
プ

ー
ル
教
室
参
加
経
験
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０

5(

585)

１
６
３
４

男
女
を
問
わ
ず
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
好
き
な
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
時
・
場
所

▽
毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階
競
技

場(

大
谷
６
―
28)

▽
毎
週
土
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
　
春
日
野
中
学
校
体
育
館

(

春
日
公
園
４
―
１
―
１)

会
費

月
額
１，

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

島
田

し

ま

だ

1(
090)

９
０
７
０
―
３
２
４
５

小
学
生
水
泳
教
室

泳
ぎ
に
自
信
の
な
い
子
大
集
合

ス
ポ
ー
ツ�

イ
ベ
ン
ト�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ポ
パ
イ
」

部
員
募
集

平
成
15
年

春
日
市
成
人
式

太
宰
府
市

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
in
ま
ほ
ろ
ば
の
里

全
国
最
大
規
模
の
集
落

須
玖
岡
本
遺
跡
群
（
３
）

春
日
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
春

日
丘
陵
。
こ
こ
に
あ
っ
た
大
集
落
は
、

板
付

い
た
づ
け

集
落
（
福
岡
市
博
多
区
）
に
住

ん
で
い
た
集
団
が
移
動
し
て
き
て
造

ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
集
団
が
集
落
を
造

る
た
め
に
大
規
模
な
造
成
工
事
を
行

っ
た
こ
と
が
、
大
谷
遺
跡
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

丘
陵
の
尾
根
を
削
り
、
そ
の
土
を
斜

面
に
積
ん
で
平
坦
な
土
地
を
広
げ
た

土
木
工
事
の
跡
が
発
見
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
工
事
跡
は
、
春
日

丘
陵
の
ほ
か
の
集
落
跡
で
も
見
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
集
落
の
周
り
に
堀
ら
れ
た

濠(

環
濠

か
ん
ご
う)

も
大
南

お
お
み
な
み

遺
跡
や
高
辻

た
か
つ
じ

遺

跡
、
竹
ヶ
本

た
け
が
も
と

遺
跡
、
赤
井
手

あ

か

い

で

遺
跡
な

ど
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
環
濠

は
、
遺
跡
と
遺
跡
の
間
に
あ
る
谷
を

越
え
て
続
い
て
い
ま
し
た
。

一
連
の
環
濠
は
す
べ
て
つ
な
が
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

規
模
は
、
東
西
に
１
km
、
南
北
に
２

km
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本

一
の
環
濠
集
落
と
い
わ
れ
る
吉
野
ヶ

よ

し

の

が

里り

遺
跡(

佐
賀
県)

の
数
倍
の
広
さ
に

な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
も
、
春
日
丘
陵
は

わ
が
国
有
数
の
弥
生
遺
跡
で
あ
り
、

奴
国
の
王
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
規
模

な
集
落
の
跡
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

(

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館) 7

初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

受
講
生
募
集
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春
日
南
小
学
校
校
区
に
住
む
既
婚
女

性
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

練
習
場
所

春
日
南
小
学
校
体
育
館

(

春
日
８
―
１
０
０)

問
い
合
わ
せ
先

野
中

の

な

か

1(

581)

０
９
０
３

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し

た
体
験
講
座
で
す
。

日
時

平
成
15
年
１
月
11
日
G

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム(

原
町
３
―
１
―
７)

テ
ー
マ

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
思

い
っ
き
り
遊
ぼ
う
」

講
師

辻つ
じ

広
明

ひ
ろ
あ
き

さ
ん(

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
導
員)

参
加
費

３
０
０
円

申
込
方
法

12
月
21
日
G
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
野

か

つ

の

1(

575)

６
７
０
４(

5
兼
用)

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
は
、

母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
自
立
促
進
の

た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
託
児（
無

料)
も
あ
り
ま
す
。

日
程(
全
31
日
間)

▽
簿
記(

３
級
検
定
受
験
講
座)

平
成
15
年
１
月
14
日
C
〜
２
月
21
日

F

午
後
６
時
50
分
〜
９
時
20
分

▽
パ
ソ
コ
ン
会
計

平
成
15
年
２
月
25
日
C
〜
３
月
７
日

F

午
後
７
時
〜
９
時

※

「
日
商
簿
記
３
級
」検
定
受
験
ま

で
指
導
し
ま
す
。
検
定
受
験
後
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
会
計
処
理
ソ
フ

ト
の
使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。

場
所

久
留
米
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
え
ー
る
ぴ
あ
久
留
米(

久
留

米
市
諏
訪
野

す

わ

の

町
１
８
３
０
―
６)

受
講
料

６，
８
０
０
円(

教
材
費
、検

定
料)

定
員

20
人

申
込
方
法

12
月
25
日
D(

必
着)

ま
で

に
市
こ
ど
も
未
来
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会(

〒
816
―
０
８
０

４
原
町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号)

1(

584)

３
９
２
２

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
対
象

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
か
ら
、

作
成
・
公
開
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

期
日

平
成
15
年
１
月
20
日
B
・
22
日

D
・
24
日
F
・
27
日
B
・
29
日

D(

計
５
日
間
）

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館(

大
野
城

市
瓦
田

か
わ
ら
だ

２
―
６
―
12)

定
員

20
人(
申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
円(
テ
キ
ス
ト
代
込
み)

申
込
方
法

12
月
16
日
B
〜
27
日
F
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※

申
込
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

受
講
料
を
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

1(

581)

３
５
５
７

5(

581)

３
５
５
８

精
神
に
障
害
を
持
つ
人
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。

日
程

平
成
15
年
１
月
17
日
〜
２
月
７

日(

毎
週
金
曜
日
　
全
４
回
）

※
　
一
部
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
２

階
大
会
議
室(

大
野
城
市
白
木

し

ら

き

原ば
る

３
―
５
―
25)

内
容

▽
講
話「
主
な
精
神
科
の
病
気
に
つ
い
て
」

▽
講
話
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

男
女
共
同
子
育
て
に
向
け
て

育
自
サ
ー
ク
ル「
モ
モ
」公
開
講
座

t

テ
コ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ジ
ャ
ス
ミ
ン

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ま
っ
た
ん

t

叶

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

山

ペ
ン
ネ
ー
ム

講
　
座�

母
子
寡
婦
対
象

簿
記
・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
講
座

受
講
生
募
集

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
春
日
球
志

か
す
が
き
ゅ
う
し

」

部
員
募
集

▽
実
習
　
保
健
所
・
病
院
な
ど
の
デ
イ

ケ
ア
、
共
同
作
業
所

▽
講
話
「
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
」「
当
事

者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
望
む
こ
と
」

募
集
人
員

30
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

12
月
20
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係

1(

513)

５
５
８
５

ベ
ト
ナ
ム
人
を
講
師
に
迎
え
、
ベ
ト

ナ
ム
の
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

平
成
15
年
１
月
17
日
F

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
３(

大
谷
６
―
24)

定
員

40
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
国
際

交
流
協
会
　
浜
辺

は

ま

べ

百
合
子

ゆ

り

こ

1(

593)

５
８
９
３(

5
兼
用)

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

世
界
の
市
民
講
座

ベ
ト
ナ
ム
の
夕
べ
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「
急
な
残
業
で
保
育
所
に
迎
え
に
い

け
な
い
」、「
外
出
す
る
用
事
が
あ
る
の

に
子
ど
も
を
連
れ
て
い
け
な
い
」
な
ど

子
育
て
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。「

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人

(

お
ね
が
い
会
員)

」
と
「
手
伝
っ
て
あ

げ
た
い
人(

ま
か
せ
て
会
員
）」
が
支
え

あ
う
会
員
組
織
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」
の
会
員

に
な
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

「
ま
か
せ
て
会
員
」
は
す
べ
て
の
講

習
会
を
、
お
ね
が
い
会
員
は
１
月
19
日

の
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、お
ね
が
い
会
員
希
望
者
で
、

ど
う
し
て
も
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い

場
合
は
事
務
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
は
無
料
で
、
託
児(

無
料)

も
行

い
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
平
成
15
年
１
月
19
日
A

午
後
２
時

〜
４
時
30
分

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

１
・
２(

大
谷
６
―
24)

▽
１
月
22
日
D

午
前
10
時
〜
正
午

市
役
所
大
会
議
室

▽
１
月
23
日
E

午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
２

▽
１
月
24
日
F

午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
３

▽
１
月
27
日
B

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分

市
役
所
大
会
議
室

▽
１
月
28
日
C

午
前
10
時
〜
正
午

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室
２

※

詳
し
い
チ
ラ
シ
を
市
役
所
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て

い
ま
す
。

申
込
方
法

平
成
15
年
１
月
10
日
F
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

す
が
事
務
局

1(

584)

７
７
０
０

5(

584)

７
７
３
９

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

に
つ
い
て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
18
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ(

持
っ
て

い
る
人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

献
血
は
、
手
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
年
末
は
特
に
血
液
が
不
足

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
し
た
人
で
希
望
者
に
は
、
血
液

検
査
を
行
い
、
本
人
に
直
接
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
献
血
す
る
こ

と
で
、
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日
時

12
月
27
日
F

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

管
理
栄
養
士
が
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
栄
養
相
談
に
応
じ
ま
す
。
生
活
習
慣

病
な
ど
が
気
に
な
る
人
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

12
月
19
日
E

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※

日
時
の
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

定
員

８
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

12
月
16
日
B
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(
501)

１
１
３
４

年
末
・
年
始
期
間
中
の
救
急
患
者
に

対
す
る
応
急
的
診
療
を
行
い
ま
す
。

受
診
の
際
は
、
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ご
存
知
で
す
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
か
す
が

先方への電話は12月15日
以降にお願いします。

【ゆずります】
●女児用子ども服などu90
㎝u段ボール１箱分u２千
円u内山

うちやま

1(502)0975
●いすu籐

とう

製●150㎝×90
㎝u円形テーブル付u無料
でu窪井

く ぼ い

1(585)1423
●学習机u木製u奥行67
㎝×幅110㎝×高さ70㎝u

無料でu坂本
さかもと

1(571)7264
●マザーズバッグ(リュック)
uナイロン製u赤色u２千
円●おんぶ(抱っこ)ひもu

アップリカu千５百円●女
児用子ども服u50～110㎝
●男児用子ども服u50㎝～
90㎝uいずれも１枚百円u

臼
うす

井
い

1(502)0671

【ゆずってください】
●春日幼稚園制服、体操服
u男児用110～120㎝u女
児用100～110㎝uできれ
ば無料でu 小山

こ や ま

1 0 9 0
(1923)2784
●Ｂ型ベビーカーu丸い幌

ほろ

付きuできれば無料でu小
お

野
の

1(593)4315

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

ご
協
力
く
だ
さ
い

愛
の
献
血

年
末
・
年
始
の
休
日
急
患
診
療

当
番
歯
科
医
院

健
康
・
保
健�

歯
み
が
き
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

G

A
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t

青
広
高
福

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

春
待
月

ペ
ン
ネ
ー
ム

t
堤
　
慎
太
郎
く
ん

t

如
月
葉
月

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

日
時

12
月
26
日
E
、
平
成
15
年
１
月

９
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市

ふ
つ
か
い
ち

中
央

５
―
14
―
７)

定
員

５
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

12
月
20
日
F
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

２
８
８
１

平
成
15
年
２
月
27
日
E
に
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー(

大
谷
６
―
24)

で
公
演

す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
音
楽
舞
踊
団
の

舞
踊
団
員
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

受
入
期
間

２
月
25
日
C
〜
28
日
F

※

２
月
に
事
前
研
修
を
行
い
ま
す
。

受
入
れ
人
数

１
家
庭
２
人

※

成
人
男
女
46
人
の
予
定
で
す
。

申
込
方
法

１
月
20
日
B
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
国
際

交
流
協
会
　
野
口

の

ぐ

ち

嘉
章

よ
し
あ
き

1(

561)

３
８
１
５(

5
兼
用)

Ｅ
メ
ー
ル
　n

o
g
u
ch
i@
sep
ia.o
cn
.

n
e.jp

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
働
き

の
あ
る
イ
ワ
シ
を
使
っ
た
料
理
を
紹
介

し
ま
す
。

材
料(

４
人
分)

つ
み
れ

▽
イ
ワ
シ
　
４
匹

▽
玉
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
　
　
個
分

▽
卵
　
１
個

▽
パ
ン
粉
　
　
カ
ッ
プ

▽
ナ
ツ
メ
グ
　
少
々

▽
サ
ラ
ダ
油
　
大
さ
じ
１

ソ
ー
ス

▽
ト
マ
ト
水
煮
　
１
缶

▽
玉
ネ
ギ
　
　
個

▽
ニ
ン
ニ
ク
　
１
か
け

▽
固
形
ス
ー
プ
の
素
　
１
個

▽
砂
糖
　
小
さ
じ

▽
塩
　
小
さ
じ

▽
こ
し
ょ
う
　
少
々

▽
ロ
ー
リ
エ
　
１
枚

▽
オ
リ
ー
ブ
油
　
大
さ
じ
１

作
り
方

①

イ
ワ
シ
は
骨
と
皮
を
取
り
、
包
丁

で
み
じ
ん
に
た
た
く
。

②

①
に
残
り
の
材
料
を
加
え
て
よ
く

混
ぜ
合
わ
せ
、
８
等
分
し
て
サ
ラ
ダ

油
で
焼
く
。

③

ソ
ー
ス
は
、
ニ
ン
ニ
ク
の
み
じ
ん

切
り
を
オ
リ
ー
ブ
油
で
炒
め
、
香
り

が
出
た
ら
、玉
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
、

ト
マ
ト
の
水
煮
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ

せ
る
。
さ
ら
に
、
残
り
の
材
料
を
加

え
て
、
し
ば
ら
く
煮
る
。

④

③
に
②
を
入
れ
、
ひ
と
煮
立
ち
さ

せ
る
。

※

ソ
ー
ス
の
中
に
き
の
こ
類
を
入
れ

て
も
よ
い
。

一
人
分
熱
量
　
２
９
７
㌔
カ
ロ
リ
ー

(

食
生
活
改
善
推
進
会)

イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
イ
タ
リ
ア
風

今
月
の
健
康
料
理

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

相
　
談�

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

募
　
集�

ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
音
楽
舞
踊
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

犬やネコの正しい飼い方を知ってもら
おうと、11月14日、春日公園で啓発活
動が行われました。これは、動物愛護推
進協議会と筑紫地区４市１町の環境対策
担当職員が合同で行ったもの。
現在、市内の公園などでは、犬やネコ

のふんが放置されていたり、首輪をはず
して散歩させていたりして、市民からの
苦情が絶えません。そこで、飼い主の意
識を向上させようと、春日公園に放置さ
れているふんを拾い集めたり、散歩中の
愛犬家たちに「動物の正しいしつけ方」
についてのチラシを配ったりして啓発に
努めました。

○犬のしつけ方教室
正しいしつけの方法を獣医師から習っ

てみませんか。参加は無料です。
日時 12月19日E

午後０時50分～３時30分
場所 県動物管理センター(古賀市小竹

１３１―２)
定員 30人
※ 飼い犬は連れてこないでください。
申込方法 電話かファックスで申し込む
申込・問い合わせ先 県動物管理センター

1(944)１２８１
5(944)１２８２

犬のふんはお断り

△飼い主に啓発チラシを配る動物愛護推進員

1
2

1
2
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肺
炎
は
、
悪
性
新
生
物(

が
ん)

、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
に
次
い
で
高

齢
者
の
死
亡
原
因
の
第
４
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
肺
炎
の
な
か
で

も
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

○
誤
嚥
性
肺
炎
と
は

口
は
、
呼
吸
し
た
リ
、
物
を
食
べ

た
り
と
非
常
に
重
要
な
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
反
面
、
い
ろ
い
ろ

な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
入
り
込

ん
で
く
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
カ
ス
な
ど
を
そ
の
ま
ま
放
っ

て
お
く
と
、
誤
っ
て
気
管
に
飲
み
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
誤
嚥
」
と
い
い
、
誤
嚥
し
た

も
の
が
肺
の
中
で
炎
症
を
起
こ
す
こ

と
を
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
と
い
い
ま
す
。

○
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因

誤
嚥
が
起
こ
る
原
因
の
一
つ
に

「
飲
み
込
み
反
射(

嚥
下
反
射)

」
の
低

下
が
あ
り
ま
す
。
健
康
な
人
は
口
の

中
に
だ
液
が
た
ま
る
と
自
然
に
飲
み

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
は
嚥
下
反
射
が
衰
え
て
い
る

た
め
、
だ
液
が
誤
っ
て
肺
に
入
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

繰
り
返
さ
れ
る
と
誤
嚥
性
肺
炎
を
引

き
起
こ
す
の
で
す
。

通
常
、
嚥
下

え

ん

げ

反
射
が
う
ま
く
い
か

ず
異
物
が
気
道
へ
入
っ
た
場
合
で
も
、

咳せ
き

が
出
て
異
物
を
排
除
す
る
機
能
が

自
動
的
に
働
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
咳

反
射
」
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の

咳
反
射
さ
え
も
衰
え
て
し
ま
う
と
、

気
道
に
入
っ
た
異
物
は
排
除
さ
れ
ず

に
肺
の
中
に
入
っ
て
し
ま
と
い
う
わ

け
で
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
反
射
は
、

脳
の
働
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

た
め
、
脳
血
管
疾
患
の
あ
る
人
も
注

意
が
必
要
で
す
。

○
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
法

誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
に
は
、
口
の

中
を
常
に
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
の
歯
は
も
ち
ろ
ん
、

入
れ
歯
で
あ
っ
て
も
き
ち
ん
と
歯
み

が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
定
期
的
に
歯

科
検
診
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
が
不
活
発
な
人

ほ
ど
嚥
下
反
射
や
咳
反
射
が
低
下
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
軽

い
体
操
や
散
歩
な
ど
で
呼
吸
機
能
を

維
持
し
、
体
力
や
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
中
に
起
き
る
誤
嚥
へ
の
注
意

あ
ご
を
上
げ
て
食
べ
る
と
、
食
物

が
気
道
側
に
流
れ
込
み
や
す
く
な
り

ま
す
。
少
し
前
か
が
み
で
あ
ご
を
引

き
、
口
を
閉
じ
て
飲
み
込
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
事
中
に
ほ

か
の
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
る
と
誤
嚥

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
事

は
集
中
し
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
後
２
時
間
ぐ
ら
い
は
、

胃
や
食
道
か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め

に
で
き
る
だ
け
座
っ
た
姿
勢
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

(

高
齢
障
害
課
保
健
師
　
浜
屋

は

ま

や

ふ
み
代よ)

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
・
・
・
・�

誤
嚥

ご

え

ん

性
肺
炎
に
つ
い
て

太
宰
府
市
史(

全
13
巻)
の
う
ち
「
文

芸
資
料
編
」
と
「
中
世
資
料
編
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

主
に
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
文

芸
資
料
と
中
世
大
宰
府
に
関
わ
る
資
料

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

定
価

１
冊
５，

０
０
０
円(

送
料
別)

販
売
場
所

▽
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館(

太
宰

府
市
国
分

こ

く

ぶ

４
―
９
―
１)

▽
太
宰
府
市
役
所
企
画
課(

太
宰
府
市

観
世
音
寺

か

ん

ぜ

お

ん

じ

１
―
１
―
１)

問
い
合
わ
せ
先

太
宰
府
市
市
史
編
さ

ん
室

1(

921)

２
３
２
２(

5
兼
用)

11
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果(

工
事
金
額
５，

０
０
０
万
円
以
上
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

白
水
大
池
公
園
園
路
堤
防
改
修
工
事

工
事
期
間

11
月
13
日
〜
平
成
16
年
３

月
26
日

契
約
金
額

２
億
４，

２
５
５
万
円

工
事
業
者

住
友
建
設
株
式
会
社
九
州

支
店

（
財
政
課
）

保
健
師
や
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の

資
格
が
あ
る
人
で
、
現
在
こ
れ
ら
の
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
12
月
31
日

現
在
の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
届
け
出
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

該
当
す
る
人
は
平
成
15
年
１
月
15
日

D
ま
で
に
最
寄
り
の
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
福
祉
部
医
療

指
導
課

1(

643)

３
２
７
６

10
月
20
日
、
春
日
公
園
の
「
商
工
祭

り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
出
店
し
た

人
が
、
雨
宿
り
し
た
会
場
近
く
の
自
動

販
売
機
付
近
で
、
ビ
ー
ズ
手
芸
の
材
料

が
入
っ
た
ク
リ
ア
ケ
ー
ス
と
手
芸
の
本

を
紛
失
し
て
困
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

連
絡
先

市
商
工
会

1(

581)

１
４
０
７

太
宰
府
市
史
販
売
中

「
文
芸
資
料
編
」「
中
世
資
料
編
」

そ
の
他�

市
が
行
う
建
設
工
事
の
入
札
結
果

看
護
職
員
な
ど
の
業
務
従
事
届

商
工
祭
り
で
紛
失
し
た
大
切
な
も
の
を

さ
が
し
て
い
ま
す

最近、多重債務にからんでヤミ金融被害が増えてい
ます。
ヤミ金融とは、ガードレールなどに張ったチラシや

ダイレクトメールで顧客を募集し、高金利で貸し付け
る業者です。
年率29．２％を超える利息は出資法に違反している

にもかかわらず、トイチ(10日で１割の利息)どころで
はなく、トヨン・トゴ(10日で４割・５割)もあたりま
えという悪質ぶりです。
さらに、これらの業者は、本人はもちろん親、きょ

うだいなど家族の自宅や勤務先にまで脅迫まがいの取
り立てを行います。
厳しい取り立てを恐れるあまり、ほかからも借金を

重ね、短期間で数10社もの業者から借りてしまったと
いう事例も見受けられます。
これらの違法な業者の勧誘には、決して乗らないよ

うにしましょう。
（地域づくり課）

消費生活注意報
ヤミ金融に手を出さないで
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春
日
市
制
30
周
年
記
念
事
業
「
か
す

が
Ｙ
Ｏ

ヨ

Ｓ
Ａ

サ

Ｋ
Ｏ

コ

Ｉイ

カ
ー
ニ
バ
ル
！
」

が
、
11
月
23
日
、
春
日
公
園
な
ど
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
美

し
い
紅
葉
の
下
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

▼
こ
の
よ
さ
こ
い
は
、
今
、
全
国
的
に

流
行
し
て
い
て
、
最
近
で
は
、
福
岡
市

の
祭
り
な
ど
で
も
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
回
初
め
て
よ
さ
こ
い
と
い
う

も
の
を
生
で
見
ま
し
た
が
、
本
当
に
す

ご
い
。
力
強
さ
と
ス
ピ
ー
ド
感
、
そ
し

て
衣
装
の
華
や
か
さ
に
魅
了
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
高
知
か
ら
招

待
さ
れ
た
「
須
賀

す

が

よ
さ
こ
い
連れ

ん

」
は
、

一
人
ひ
と
り
の
気
迫
と
切
れ
の
あ
る
踊

り
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
▼
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
日
の
た
め
に
市
民
で
結
成
さ
れ
た

「
か
す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
隊
」
の
踊

り
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な

の
息
も
ぴ
っ
た
り
で
、
迫
力
は
満
点
。

真
紅
の
衣
装
が
紅
葉
に
映
え
て
い
ま
し

た
▼
今
回
の
記
念
事
業
で
、
感
動
し
た

り
、
元
気
を
も
ら
っ
た
り
し
た
人
も
多

い
は
ず
。
そ
れ
は
、
踊
っ
た
り
歌
っ
た

り
し
て
い
る
人
の
情
熱
も
で
す
が
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
た
「
市

制
30
周
年
記
念
事
業
市
民
実
行
委
員
会
」

の
熱
意
も
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
▼
皆
さ
ん
、
半
年
間
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
す
ば
ら
し
い
記
念

事
業
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
制
30
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

家庭児童相談
u毎週月～金曜日u8時30分～17時
u市役所こども未来課家庭児童相談
室u�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
u毎週月･水･金曜日u8時30分～17
時uヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
u年末年始を除く毎日u9時～17時
30分u県看護等研究研修センターu
�(733)8400

子どもの人権１１０番（電話相談）
u毎週土曜日u12時30分～3時30分
u天神弁護士センターu�(752)
1331

特設人権相談(月1回)
u1月8日(火)･2月5日(火)u10～15時
u市役所2階市民相談室u�(584)
1111

人権相談
u月～金曜日u8時30分～17時u福
岡法務局筑紫支局u�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
u月～木曜日u10～17時uちくし女
性ホットラインu�(513)7335

女性のための総合相談
u月曜日を除く毎日u受付9時30分～
15時30分uあすばる相談室（県クロ
ーバープラザ内）u�(584)1266

性犯罪などの電話相談
u月～金曜日u8時30分～17時15分
u福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)3344

痴ほう相談
u12月20日(金)･1月17日(金)u14時
～18時uかすがの郷在宅介護支援セ
ンターu�(595)8188

福岡県障害者１１０番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
u月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時u福岡いのちの電話u5 (721)
4343

春日市消費生活相談
u毎週月・木曜日u10～15時u市役
所２階市民相談室u�(584)1111

福岡県消費生活相談
u月～金曜日u9～17時u消費生活セ
ンターu�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
u毎週月～金曜日u18～20時u福岡
県司法書士会u�(722)4131

心配ごと相談
u毎週水曜日u10～15時u春日市社
会福祉センター4階u�(581)7225

不安・悩み電話相談
u24時間いつでも可u福岡いのちの
電話u�(741)4343

不動産相談
u毎月第1・3木曜日u13～16時u県
民相談室(県庁内)u電話予約が必要u
�(651)1234

住宅相談
u月～金曜日u10～17時u住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
u�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
u12月18日(水)･1月15日(水)・2月
19日(水)u受付８時50分u定員15人
(9時に抽選を行います)u市役所2階
市民相談室u�(584)1111

商工会無料法律相談
u1月7日(火)・2月5日(水)u受付13
～15時u先着6人u春日市商工会�
(581)1407

県無料法律相談
u毎週金曜日u13～16時u電話予約
が必要(先着6人)u県民相談室(県庁
内)u�(651)1234

有料法律相談
u月～金曜日10～19時u土･日･祝日
10～13時u1人30分程度で料金は
5,250円u電話予約が必要u天神弁護
士センターu�(741)3208

県交通事故相談
u月～金曜日u9～17時u県交通事故
相談所(県庁内)u�(622)0403

県巡回交通事故相談
u毎月第2火曜日u受付10～15時u
市役所２階会議室u�(584）1111

交通事故被害者電話相談
u月～金曜日u9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）u交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
u毎週火曜日u16～19時u天神弁護
士センターu�(738)8363

法律相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

川
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春日北中学校の１年生149人全員が、11月15日、市内各
所でボランティア活動を行いました。
自分にできるボランティアを自分で考え、計画し、そし

て実行しようというもの。
日の出地区女性部が地区公民館で運営するお年寄り支援

の「いきいきサロン」には、８人の生徒が参加。ボランテ
ィア体験にありがちな受身の活動にとどまることなく、お
年寄りの送迎から食事の支度、後片付けまでを計画どおり
に手伝いました。
その仕事ぶりに「さすが中学生。安心して任せられた」

と感謝された生徒たちは、「自分にできることをしただけ。
こんなに喜んでもらえるなんて本当にうれしい」と、やり
遂げた喜びに浸っていました。

（広報レポーター　永田
な が た

智恵子
ち え こ

）

△悪代官を懲らしめる黄門一行の名場面

△講演後の座談会の様子

いきいきプラザ、春日小学校、福祉ぱれっと館を会場に、
11月17日、健康、福祉、あそびをテーマに、いきいきフェ
スタ春日２００２が行われました。
当日は天気にも恵まれ、親子連れを中心に、多くの人た

ちでにぎわいました。
春日小学校体育館では社会福祉協議会職員と劇団｢春日や

よい座｣による福祉劇｢ふれあい活動ものがたり―黄門
こうもん

さん
がやってきた―｣が上演されました。これは、住民同士が助
け合って生活することの大切さを訴える内容で、やよい座
の劇団員を始め、福祉関係者や自治会長、障害者などが出
演。３か月前から練習を重ねていたそうで、会場は大変盛
り上がり、笑いに包まれました。

下白水南公民館で育児支援活動を行っている「育自サー
クル・モモ」が、11月９日、地域住民を対象に公開講座を
開きました。
この日は、招かれた青少年サポートセンターひまわりの

会の村上
むらかみ

友利
ともかつ

会長が、社会問題として取り上げられている
引きこもりについて講演。
これまでの支援活動の実体験に基づき「今の時代、ひき

こもりは、だれにも起こりうる可能性があるといわれてい
ます。みなさんも夫婦で役割を分担しながら積極的に育児
に関わってください」と語りかけると、子育て中の参加者
約20人が真剣な表情で聞き入っていました。

（広報レポーター　坂本
さかもと

八重子
や え こ

）

11月22日、天神山小学校で「わくわくドキドキ健康フ
ェスタ」が行われ、３年生以上の各クラスが健康づくりへ
の取り組みを発表しました。
祭りの雰囲気で、子どもたちだけでなく地域住民にも健

康づくりへの関心を深めてもらい、楽しく交流してもらお
うと初めて行ったもの。
中には、市の食生活改善推進員に教わった健康メニュー

を実際に調理してふるまうクラスや、けがの応急手当を寸
劇で演じてみせる発表などもあり、廊下には順番待ちの長
い列もできるほど。最後には地域住民と子どもたちの対抗
綱引きも行われ、大好評のうちにフェスタを締めくくりま
した。

（広報レポーター　野見山
の み や ま

啓子
け い こ

）

△昼食の配膳を手伝う中学生

△健康に良い世界中のダンスを研究して踊ってみせるクラスも




